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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【1 1月】

問い合わせ　水道部工務課　緯38-2083

　　店　名 TEL 当番日●平日の昼間は水道部で

対応いたします。

●土・日・祝日は市役所

(緯31-2121)へお尋ね

いただければ、当番業

者をお知らせします。

●平日の夜間の修理は、

右の「芦屋市指定水道

工事事業者」が当番を

組み待機しています。

　この運動は、火災が発生しやすくなるこの時季に、火災予防の呼びかけをすることで、

火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死亡者の減少や財産の損失を防ぐことを目

的としています。特に昨年は、住宅火災による死傷者が急増し、過去最悪の事態を迎え

ました。住宅火災の増加をなくすため、６月１日に住宅用火災警報器の設置義務付けが

スタートし、これにあわせて「住宅防火宣言」が行われました。

　③自動車やバイクのボディカバーは、　

　　防炎製品に。

【特定防火対象物等における

　　　　　  防火安全対策の徹底】

　特定防火対象物は、その実態に応じ、火

災が発生した場合を想定した消火・通報お

よび避難の訓練等について、きめ細かな対

策が必要です。さらに火災が発生した場

合に避難経路となる通路、階段等の管理を

適切に行い、出火または延焼拡大防止等の

ため、防炎物品の使用の徹底、寝具類等の

防炎製品を使用しましょう。

①防火管理体制の充実。

②避難施設等及び消防用設備等の維持　

　管理の徹底。

③防炎物品使用の徹底および防炎製品　

　使用の推進

④防火対象物定期点検報告制度の周知徹底

【消防訓練等の推進】

　いざ！というときのために、定期的に訓

練を実施しましょう。訓練指導は随時受

付けています。防火指導や応急手当指導

についてもお気軽にご相談ください。

【住宅防火対策】

火災から"いのちを守る７つのポイント"

　①寝たばこは、絶対にやめる。

　②ストーブは燃えやすいものから離す。

　③ガスこんろ等から離れるときは、必

　　ず火 を消す。

　④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災

　　警報器を設置する。

　⑤寝具や衣類、カーテンからの火災を

　　防ぐために、防炎品を使用する。

　⑥火災を小さいうちに消すために、住

　　宅用消火器等を設置する。

　⑦お年寄りや身体の不自由な人を守る

　　隣近所の協力体制をつくる。

【放火火災・連続放火火災防止対策】

　地域住民一人ひとりが積極的に放火火

災に対する注意を心がけるために、関係

機関・団体、町内会および住民等地域が

一体となって、地域全体の安全安心な環

境が確保されるよう、放火火災の防止対

策を、より一層積極的に推進しましょう。

　①燃えやすいものを家の周囲に置かない。

　②家のまわりを明るくする。

「消さないで　あなたの心の　注意の火」

           秋季全国火災予防運動

問い合わせ　消防本部予防課　緯38-2098

　電話機のそばに自宅の場所や電話番号などの必

要事項を書いたメモを貼っておくなど、落ち着いて

正確な通報ができるよう心がけましょう。

【119番の正しい利用】

　■火事か救急の別　「火事です」または「救急で

　　す」とはっきりいう。

　■発生場所　住所は正しく伝え、目印になるビル

　　や公園などの目標物を伝える。

　■火事・事故等の状況　火事・事故等の状況を正

　　確にいう。

　■通報者の氏名・連絡先　「私の名前は、○○で

　　す。」「電話番号は、○○―○○○○です。」

【携帯119番通報】

 　携帯電話で119番をすると市消防本部につなが

ります。ただし、市境ではアンテナ設置位置の関係

で他市に入る場合があります。携帯で119番をする

ときは必ず災害場所の市町名をお知らせください。

問い合わせ

消防本部警防課通信担当　緯32-2345

１１月９日は「119番の日」
いざというときの備えが大切

11月９日～15日　美術博物館の催し

　谷崎潤一郎記念館の催し

公民館の催し

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432/FA X38-5434

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852

【アートフリーマーケット】

■日時　11月11日(土)・12日(日)午前10時～午

後５時　＊雨天中止　■会場　 美術博物館前庭

■内容　創作作品を作者から直接購入できる約

40店が出店。参加体験型のお店もあります。

【展覧会の鑑賞＆

　　　　みんなで歌いましょう～秋の歌～】

■日時　11月17日(金)午後１時30分～３時　■

会場　美術博物館講義室　■ 指導　加藤純子

(歌)／沖倫子(ピアノ)　■参加費　歌集代100

円（観覧券要)

【展示室】　秋の特別展示「聴いて楽しむ谷崎文学」　～12月10日(日）

　谷崎潤一郎の代表作である『刺青』『痴人の愛』『細雪』『春琴抄』『瘋癲老人日記』５作品の朗読

や作品解説を聞きながら、作品にまつわる写真パネルや初版本等の展示をご覧ください。

■朗読ＣＤ公開時間

　①午前10時30分～11時30分②正午～午後１時③午後１時30分～２時30分④午後３時～４時

【グラフティー・ヒップホップダンス】

■日時　11月3日(金)午前10時～・グラフティー

／正午～午後２時・ダンス　■会場　美術博物

館前庭　＊詳細はあしみゅ～・加藤(090-4296-1790)へ。

【「らくだのダンス」読み聞かせ】

■日時　11月３日(金)午後３時30分～５時　■

会場　美術博物館体験学習室　■内容　読み聞

かせとピアノ演奏、コーラス 　■参加費　観覧

券要　■申し込み　当日午後３時までにファク

スで上記へ。＊詳細はあしみゅ～・加藤(090-4296-

1790)へ。

   
危
険
・
ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意
を

　

ア
ラ
イ
グ
マ
が
奥
池
を
中
心
に
昨
年
か

ら
出
没
し
て
い
ま
す
。
今
年
六
月
に
は
市

内
中
心
部
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
夜
行
性
で
、
非
常
に
気

性
が
荒
い
動
物
で
す
。
見
か
け
て
も
近
づ

い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
「
え
さ
を
与
え
な
い
」
「
屋
外

に
ペ
ッ
ト
の
え
さ
・
残
飯
を
放
置
し
な
い
」
「
ゴ
ミ
集
積
場
で
は
ゴ
ミ
を
出
す
時

アライグマ　

体長40～60㎝・雑食

「外来生物特定動物」

問
い
合
わ
せ　

経
済
課　
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市役所北広場花壇
花の植え替え

　花の植え替えをお手伝いしていた

だけるかたを募集します。

日　　時　11月11日(土)午前10時～

　　　　　正午＊雨天の場合12日（日）

会　　場　市役所北広場花壇

申し込み　電話で11月10日(金)まで

　　　　　に下記へ

問い合わせ

管財・検査課　緯38-2013

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998
（〒659-0068　業平町8-24)

■申し込み　はがきまたはファクスに住所・

氏名・電話番号・講座名を記入し、11月６日

(月)までに上記へ。

＊応募者多数の場合は市内在住者優先で抽選

芦屋川カレッジ公開講座 「宇宙天気予報」

■日時　11月８日(水)午後１時15分～２時45分

■会場    市民センター 401室　■講師    佐藤文

隆氏（甲南大学教授）　■受講料　300円　

ちょっと早いクリスマス･ケーキ作り教室

■日時　11月15日(水)午前10時～正午　■会場 

市民センター 214料理室　■講師　ラ・ネージュ

ユキオカ・雪岡孝征氏　 ■受講料　2,100円(材

料費込み)　■定員　20人

公民館パソコン講座「エクセル入門講座」

■日時　11月17日～12月８日午前９時30分～11

時30分<全４回>　■会場　市民センター 217室

■定員　エクセル2003が入ったＸＰノートパソ

コン持参できるかた16人　■受講料　3,000円

市民ギャラリー・ステージ

《11月のギャラリー》会場：市民センター
①多目的ホールＡ②同Ｂ③301(302)室④展示場

■４日～８日

　①②絵画グループおいしいクラブ作品展

　③秋の盆栽展

■９日～12日

　①④芦屋デジカメクラブ会員の作品展、

　ＡＣパソコン倶楽部デジタルフェア　

　②三条コミスク図工クラブ作品展

　③第５回芦屋川カレッジ学友会美術展　

《11月のステージ》　会場：ルナ・ホール
■３日(祝・金)午前11時30分～

　　　　　　　　　第56回芦屋三曲協会演奏会

■４日(土)午前11時～

　　　　　　　　　　第34回民踊・新舞踊大会

■５日(日)午前11時30分～

              阪神芸術祭参加事業第41回芦屋合唱祭

■11日(土)午後２時～　　　　　各流邦舞大会

■12日(日)午前11時～

               　　　　　　　  民謡俗曲民舞発表会

間
を
厳
守
す
る
」
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
家
屋
へ
の
侵
入

に
気
が
つ
い
た
時
は
、
す
ぐ
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
害
虫
用
く
ん
煙
剤
を
た
い
て
追
い

払
い
、
建
物
等
か
ら
出
た
こ
と
を
確
認
し
て
、

そ
の
侵
入
口
を
金
網
等
で
塞
ぎ
閉
鎖
し
再

度
侵
入
を
防
ぐ
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
が
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
駆
除
し
ま

す
が
、
法
的
な
手
続
き
の
た
め
一
定
の
期
間

が
必
要
で
す
。（
有
害
鳥
獣
で
あ
っ
て
も
、
許

可
な
く
捕
獲
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

問い合わせ　市民センター　緯31-4995
問い合わせ

消防本部警防課通信担当　緯32-2345

地域児童育成環境

づくりフォーラム

 ※　市ホームページ・消防コーナー掲載の「住宅防火対策」をご参照ください。

http://www.city.ashiya.hyogo.jp/shoubou/jyutakubouka.html

文化セミナーⅠ「光ブロードバンドでできること」

■日時　11月16日(木)午前10時～11時30分　■

会場　市民センター 401室　■講師　ＮＴＴ西

日本職員　■受講料　400円　■定員 100人

文化セミナーⅡ・最新「ケイタイ」活用法を探る

■日時　11月27日(月)午前10時～11時30分　■

会場市民センター 301室　■講師　ＮＴＴドコ

モ職員　■受講料　400円　■定員　20人

　

私
は
大
正
三
年
に
生
ま
れ
、
生
後
ま
も
な

く
父
の
仕
事
の
関
係
で
上
海
へ
渡
り
、
十
四

歳
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

上
海
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
中
の
大
き

な
建
物
に
、
私
た
ち
と
も
う
一
組
の
日
本
人

家
族
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
弟
と
二
人
、
小

学
校
ま
で
の
往
復
の
道
を
人
力
車
に
乗
り

通
学
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
楽
し
く

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

そ
の
後
、
私
の
一
家
は
昭
和
三
年
に
日
本

へ
戻
り
、
私
は
岡
本
の
実
家
か
ら
神
戸
の
山

手
高
女
へ
通
う
毎
日
と
な
り
、
卒
業
後
は
二

年
ほ
ど
パ
ル
モ
ア
で
英
会
話
を
学
ん
だ
り
、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

比
較
的
自
由
な
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
方
、
夫
は
緒
方
洪

　
　
　
　
　
　
　
　

庵
の
ひ
孫
に
あ
た
る

人
で
、
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
、
祖
父
母
と

芦
屋
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
二
人
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
は
、
そ
の
頃
、
父
と
懇
意
に
し
て

い
た
か
た
が
夫
の
上
司
に
あ
た
り
、
そ
の
か

た
の
お
世
話
に
よ
り
ま
す
。

　

結
婚
当
初
は
環
境
が
す
っ
か
り
変
わ
り
、

戸
惑
う
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

緒
方
の
家
は
、
祖
父
母
と
の
同
居
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
女
中
奉
公
に
来
て
い
た
人
た
ち

が
話
す
言
葉
も
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
す
で
に
眠
っ
た
と
い
う
こ
と
を
「
御

寝
（
ぎ
ょ
し
）
な
っ
た
」
と
い
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
、
し
ば
ら
く
し
て
慣
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
な
に
も

す
る
こ
と
が
な
く
て
、
編
み
物
か
本
を
読
む

く
ら
い
で
し
た
か
し
ら
。

　

そ
の
後
、
夫
の
仕
事
の
関
係
で
朝
鮮
の 
清 

せ
い

 
津 
か
ら
中
国
の 
天
津 
、 
徐

州 
へ
と
ま
い
り
ま

し
ん 

て
ん
し
ん 

じ
ょ
し
ゅ
う

し
た
。
や
が
て
、
日
本
の
形
勢
が
よ
く
な
い

と
の
こ
と
で
、
私
は
子
ど
も
た
ち
を
つ
れ
て

一
足
先
に
実
家
の
あ
る
神
戸
へ
と
引
き
揚

げ
て
き
ま
し
た
。

　

夫
に
北
京
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
も
の

の
、
釜
山
ま
で
の
鉄
道
の
中
も
日
本
ま
で
の

船
の
中
も
私
と
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
た
い

へ
ん
心
細
か
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

再
び
芦
屋
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
五
十
五
年
の
十
月
で
し
た
。
夫
が
、 
終 

つ
い

の 
棲
家 
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
い
と
考
え
、

す
み
か

芦
屋
へ
ま
い
り
ま
し
た
。

　

芦
屋
は
、
新
婚
当
初
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
し
、
今
も
静
か
で
穏
や
か
な
と
こ

ろ
で
す
。
買
い
物
も
便
利
で
す
し
ね
。

　

そ
し
て
今
年
、
夫
は
満
百
歳
、
私
は
九
十

二
歳
に
な
り
ま
し
た
。
夫
の
百
歳
の
お
祝

い
に
、
東
京
と
名
古
屋
に
い
る
娘
た
ち
も
駆

け
つ
け
て
く
れ
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
二
人

の
娘
た
ち
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
昭
和
十
年
に
結
婚
し
て
七
十

年
余
り
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

戦
争
で
は
実
家
を
焼
失
し
、
芦
屋
で
も
震

災
に
遭
う
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
二
人
と
も
健
康
で
、
穏
や
か
な
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

●
緒
方　

初
枝
（
お
が
た　

は
つ
え
） 
氏

　

大
正
三
年
七
月
二
十
六
日
生
ま
れ
。

　

九
十
二
歳
。
春
日
町
在
住
。

　
　

平
成
十
六
年
三
月
、
夫
の
歳
吉
さ
ん

　

と
お
二
人
に
兵
庫
県
か
ら
「
ひ
ょ
う
ご

　

健
康
夫
婦
大
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
で
穏
や
か
な
人
生
に
感
謝

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

問い合わせ

保健福祉部総務課　緯38-2113

■日時　11月19日(日）午後１時～

３時45分(午後０時30分開場)　■

会場　ルナ・ホール　■内容　人

形浄瑠璃「傾城阿波の鳴門　順礼

歌の段」県立三原高校郷土部／講

演「共に育てあう　子ども　家庭

地域」才村純氏(日本子ども家庭総

合研究所ソーシャルワーク研究担

当部長)　■一時保育　２歳以上

が対象、要予約。　　

＊手話通訳・要約筆記あります。

問い合わせ　こども課   緯38-2045

《記念講演会》子どもと家族に寄り添うために
■日時　11月23日(木・祝)午後２時30分～４時30分

■会場　市民センター 301室　■講師　側垣一也氏

(児童養護施設・三光塾施設長）　■定員　100人　■

一時保育　10人　■申し込み　事前に電話で下記へ

　子どもを虐待から守るには早期発見が必要

です。　児童虐待を受けたと思われる子ども

を見かけたら、迷わず下記へ連絡してくださ

い。通告についての秘密は守られます。 

■こども課　緯38-2045

■芦屋警察署　緯23-0110

■西宮こども家庭センター　緯0798-74-9119 　

幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
に
感
じ
、
自
分
か
ら
進

ん
で
み
つ
け
た
り
考
え
た
り

で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
意

欲
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

と
願
っ
て
、
草
花
を
植
え
た
り

野
菜
を
育
て
た
り
、
生
き
物
と

触
れ
た
り
な
ど
身
近
な
自
然

と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

吹
く
風
が
心
地
よ
く
、
秋
の

訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
登
園
時

に
は
、
バ
ッ
タ
、
カ
マ
キ
リ
、
ド
ン
グ
リ
、
ザ
ク
ロ
、

ギ
ン
ナ
ン
、
色
付
い
て
き
た
サ
ク
ラ
の
葉
な
ど
を
持
っ

て
く
る
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
園
庭
で
も
「
見

て
見
て
。
こ
の
バ
ッ
タ
、
よ
く
跳
ぶ
よ
」
「
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、

み
つ
け
た
。
大
き
な
目
を
し
て
い
る
ね
」
「
マ
ツ
の
種
ぼ

う
、
く
る
く
る
回
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
」
な
ど
と
、
幼

児
は
、
見
つ
け
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
、
周
り
の

友
達
や
教
師
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
す
。
自
然
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
「
お
も
し
ろ
い
な
」
「
き
れ
い
だ
な
」
「
不

思
議
だ
な
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。
友
達
の
話
か
ら
刺
激
を
受
け
、
自
分
も
探
し
た
く

な
っ
た
り
、
友
達
に
教
え
て
や
り
た
く
な
る
子
が
増
え

て
い
き
ま
す
。
自
分
が
気
付
い
た
こ
と
を
友
達
や
教
師

と
と
も
に
実
感
し
合
う
こ
と
は
、
幼
児
に
は
と
て
も
大

き
な
喜
び
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
あ
い
か
ら
、
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し
て
」

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
な
ど
と
い
う
探
求
心
が
育
ち
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
〝
感
じ
る
心
〟
が
集
ま
っ
て
、
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ　総合公園管理事務所

緯25-2023/FA X22-0827

(〒659-0034　陽光町1-1)

障害者自立支援法10月から本格実施

お
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
保
険
担
当
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　４月から順次施行されました障害者自立支援法が10月から本格実施となりました。

　これまでの「居宅サービス」と「施設サービス」から、「自立支援給付(障害福祉サー

ビス)」に変更され、市が実施する「地域生活支援事業」とあわせて、障がいのあるか

たへ福祉サービスの提供を行います。

■新しい受給者証の発送

　現在サービスを利用しているかたには、新しい受給者証を送付しています。

「障害福祉サービス受給者証」と「地域生活支援事業受給者証」がありますが、利用す

るサービスによって、どちらか１種類または両方を送付しています。

　なお、新たにサービスの利用を希望されるかたは担当窓口に相談してください。

■利用者負担額

　利用者負担額は利用さ

れたサービスの原則１割負

担ですが、世帯状況により

負担上限額が設定されてい

ます。(別表１)

　「地域生活支援事業」の利

用者負担も１割負担が原則

です｡市では「障害福祉サー

ビス」と「地域生活支援事

業」を合算して上限管理を

行い、負担上限月額を超えた負担額を還付します。該当者には手続き等をご案内します。

■補装具・日常生活用具の見直し

　10月から補装具・日常生活用具が見直され、蓄便(蓄尿)袋や紙おむつなどは日常生活

用具に変更となるなど、給付対象品目が変わりました。

●補装具

　点字器、頭部保護帽、人工咽頭、歩行補助一点杖、収尿器、ストマ用装具は日常生活

用具へ移行。視覚障害者用の色眼鏡は給付対象外。※補装具は「障害福祉サービス」へ

変更。利用者負担は１割負担で負担上限月額を設けています。

●日常生活用具

　重度障害者用意思伝達装置は補装具に移行。浴槽湯沸かし器、パソコンは給付対象外。

※利用者負担は、従来どおりで、世帯主および世帯員の中で、市民税所得割額が50万円

以上の人がいる場合は全額負担です。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

　

月
か
ら
切
り
替
わ
り
ま
す

12

問い合わせ　障害福祉課　緯38-2043

　

今
年
も
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
県
下
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
放
置
自
転
車
は
、
街
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
か
た
が
た
の
通
行
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
、

駅
前
や
公
共
施
設
周
辺
に
は
ま
だ
多
く
の
放
置
自
転
車
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と
迷
惑
駐
輪
の
防

止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  「困ります！　自転車 
　    置きざり  知らんぷり」

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

幼稚園ってどんなところ？

　学校教育課　緯38-2087

オータムフェスタ2006年

■日時　11月19日(日）午前10時～午後４時

■会場　総合公園　■内容　飲食、フリー

マーケット、花苗交換会、チップ販売ほか

フリーマーケット出店者募集

■費用　１ブース(３ｍ×３ｍ）1,000円

■申し込み　はがきまたはファクスに

住所・氏名・希望ブース数を記入し、11

月12日(日）までに下記へ。　　

 負担上限月額　　　　　　区　　　　　分

　　　　  0円  生活保護世帯　

　　15,000円
  市民税非課税世帯、本人もしくは保護者

  の年収が年額80万円以下のみの収入状況

　　24,600円  市民税非課税世帯(上記以外)

　　37,200円  市民税課税世帯に属するかた

　　　　世帯の収入状況による負担上限月額　　(別表１)

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
十
一
月
三
十
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
十
一
月
十
五
日
か
ら

順
次
配
達
記
録
で
郵
送
し
ま
す
。
旧
被
保
険
者

証
は
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
使
用
し
、
期
限
後
は

裁
断
・
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
被
保
険
者

証
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
更
新
通
知
を
受
け
た
か
た
は
…

　

遠
隔
地
用
の
被
保
険
者
証
（
遠
証
）
、
あ
る
い
は

就
学
の
た
め
芦
屋
市
を
離
れ
る
場
合
の
被
保
険

者
証
（
学
証
）
を
発
行
し
て
い
た
世
帯
の
か
た
に

は
、
被
保
険
者
証
に
更
新
確
認
の
た
め
の
通
知
を

同
封
し
て
い
ま
す
。
遠
証
あ
る
い
は
学
証
を
引

き
続
き
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
険
担
当
窓
口
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

　

更
新
通
知
、
印
鑑
、
被
保
険
者
証
（
今
回
送
付
の

新
し
い
被
保
険
者
証
）
お
よ
び
学
証
の
場
合
は
学

生
証
（
写
し
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

●
更
新
期
間
・
受
付
時
間

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き
し
だ
い
、
順
次
受

付
け
ま
す
。
な
お
、
土
・
日
・
国
民
の
祝
日
は
除

き
ま
す
が
、
十
一
月
十
八
日
（
土
）
、
二
十
六
日

（
日
）
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
窓
口
で

申
請
を
受
付
け
ま
す
。

■
重
複
加
入
や
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
が
他
の
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
の

脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
、

保
険
料
が
重
複
し
た
り
、
医
療
費
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

現
在
ど
の
健
康
保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
か
た

は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
代
え
て

　
　
　
　

短
期
被
保
険
者
証
等
を
交
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、

納
期
限
後
一
年
を
経
過
し
て
も
な
お
保
険
料
に
未
納

の
あ
る
か
た
に
は
、
被
保
険
者
証
に
代
え
て
、
短
期

被
保
険
者
証
や
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
納
の
保
険
料
の
あ
る
か
た
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
必
ず
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
（
印
鑑
持
参
）
。

　

な
お
、
十
二
月
か
ら
新
た
に
短
期
被
保
険
者
証
の

交
付
予
定
の
か
た
お
よ
び
一
定
以
上
の
保
険
料
の
未

納
が
あ
る
か
た
に
は
、
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

道
路
課　
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11月11日～17日

震度計を一時休止
しています

　精道小学校の建替え工

事に伴い、その振動によ

る計測震度計の誤作動を

防止するため、１月31日

まで昼間の震度計の作動

を一時休止しています。

ご了承ください。

※夜間および日曜日・祝

　日は、作動しています。

問い合わせ
防災対策課　 38-2093


